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 昼夜分布を考慮した必要台数 

ここで、奈良県立医大に近い八木西口駅、畝傍駅の時刻帯別トリップ数（平成 22 年
パーソントリップ調査）を平均化した数値を下表に示す。（詳細根拠は次頁） 

 
 
 
 
 
 
 
通勤・通学の乗降が主体となる６～９時台に着目すると、 

乗車（＝昼間利用）：32.1％ 
降車（＝夜間利用）：43.3％ 

と推測され、通勤・通学としては夜間利用の方が多いと考えられる。 
なお、上記以外の割合（100-32.1-43.3=24.6％）は買い物等を目的とした、昼間の比較

的短時間の利用と考えられる。つまり、この 24.6％分は昼間の乗降割合が 3％前後で推

移していることからも、分散して入庫されると考えられる。 
よって、夜間利用の 43.3％分の台数を確保しておけば、昼間の必要台数はカバーでき

るといえる。 
720×0.433＝311.8(台) 

 
上式より、300 台程度を必要台数とする。 
 

 東側・西側の整備台数 

表 5-13 より、2041 年の二輪利用者 1,440 人/日の東西内訳は、東側 583 人/日、西側

857 人/日である。よって、東側・西側の整備台数を下記のとおりとする。 
 

東側：300×583/1,440＝121.5≒120（台） 
西側：300×857/1,440＝178.5≒180（台） 
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（参考）時間帯別トリップ数（平成 22 年パーソントリップ調査） 
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 自転車駐車場マスのレイアウト 

配置案作成にあたり、東側・西側の自転車駐車場マスの大きさは 1.14 ㎡／台（=0.6m
×1.9m）とした。レイアウトは「道路構造令の解説と運用（令和３年）」に記載の以下の

図を参照とした。 
 
（参考）自転車の駐車区画への収容方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：道路構造令の運用と解説（R3.3）  

  

東側に採用 

西側に採用 
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5.3.5 広場 

都市計画法施行令において、5ha 以上の都市開発事業では、開発区域面積の 3%以上

に相当する面積の公園・緑地の確保が義務付けられている。対象地の面積は約 9ha であ

ることから、区域内において 2,700 ㎡以上の公園・緑地を確保することとする。 
なお、広場においては健康増進に寄与する機能やイベントの実施可能なレイアウトと

するとともに、既存敷地の高低差も活かしたデザインの検討が必要である。 
 
（参考）開発区域における必要な公園・緑地面積 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：都市計画法施行令第 25 条  

 
（参考）公園等の設置基準 
 
 
 
 

出典：都市計画法施行規則第 21 条  
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5.3.6 アクセス道路 

 車道部 

 計画交通量 

駅東西で想定される最大の計画交通量は西側 3,328 台/日、東側 723 台/日となる。 
 

表 5-14 施設利用別計画交通量 

利用別 時点 方向別 平日（台／日） 休日（台／日） 

施設 
利用 

第Ⅰ期整備 
完了時 

西側 1,420 2,635 

第Ⅱ期整備 
完了時 

西側 1,420 2,635 
東側 440 358 

駅利用 

第Ⅰ期整備 
完了時 

西側 693 693 

第Ⅱ期整備 
完了時 

西側 385 385 
東側 231 231 

バス 

第Ⅰ期整備 
完了時 

西側 40 0 

第Ⅱ期整備 
完了時 

西側 40 0 
東側 52 46 

計 

第Ⅰ期整備 
完了時 

西側 2,153 3,328 

第Ⅱ期整備 
完了時 

西側 1,845 3,020 
東側 723 635 
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 （参考）施設利用の台数（本業務：将来交通量推計より抜粋） 
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（参考）駅利用車両の台数（本業務：将来交通量推計より抜粋） 
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 （参考）バス運行本数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

52 本 

40 本 

46 本 

0 本 
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 アクセス道路の種級 

道路構造令及び計画交通量より、東西のアクセス道路はともに「第４種第３級」の道

路に相当する。「第４種第３級」の道路かつバスの通行が想定されることから車道の有効

幅員を 3.0m と設定する。なお、路側帯は 0.5m とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：道路構造令の解説と運用（p.134） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：道路構造令の解説と運用（P.199） 
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 歩道部 

アクセス道路の歩道空間は動線を考慮して、「道路の移動等円滑化に関するガイドラ

イン（国交省 /令和４年）」における歩行者の交通量が多い道路の基準である有効幅員

3.5m+余裕幅 0.5m（施設帯等）の計 4.0m を確保することとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-11 歩道の幅員の考え方（幅員 3.5m の歩道の場合） 

出典：道路の移動等円滑化に関するガイドライン／国交省  
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